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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

 本研究は、膜交通の分子機構を明らかにするとともに、その植物高次機能発現に

果たす役割を明らかにしようとするものである。その分子機構に関しては、可視化

技術を駆使して、小胞体に出芽している小胞にゴルジ体が繁留されるという全く新

しいゴルジ像を示す知見を得ている。一方、植物に関しては、植物特異的 Rab GTPase
が新たな膜交通に関与し、植物のストレス耐性に寄与していることを明らかにして

おり、当該研究分野の発展に大きく貢献すると考えられる。本研究の特徴である時

空間分解能を向上させたイメージング技術の開発についても、5 波長同時観察技術が

ほぼ完成し、この技術を用いて更なる膜交通の機構解析が計画されている。  

 現時点では期待どおりの研究成果が挙げられつつあり、本研究期間で当該目標以

上の研究成果が得られることも期待できる。 

 

 


